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研究成果の概要（和文）：中高齢者の変性疾患（骨粗鬆症、変形性膝関節症、 変形性腰椎症)の3疾患が1つもな
い中高齢者の因子は明らかにすべく、一般住民健診データ1034名 (男性440名、女性590名、平均年齢63.5歳)を
用い、3疾患が一つもないN群と、いずれか1つ以上あるD群に分け解析した。N群ではQOLも有意に高かった。年
齢、性別で補正した多変量解析によるN群の関連因子検討では、BMI低値、歩行速度、重心動揺安定、背筋力、脊
柱前傾角少、ロコモなしが有意な関連因子であった。以上より骨粗鬆症、膝OA、腰OAがひとつもない一般中高齢
者に関連する因子が同定でき、このデータをもとに中高齢者への運動介入プログラムが策定できる。

研究成果の概要（英文）：We tried to identify the factors related to the absence of musculoskeletal 
degenerative disease (MSD) in multivariate logistic regression analysis in 1034 volunteers (444 men,
 590 women, mean age 63.5 years) in the Yakumo study. In multivariate logistic regression analysis 
adjusted for age and sex, lower body mass index (odds ratio [OR] 1.10, P < 0.001), lower spinal 
inclination (OR 1.08, P < 0.01), higher back muscle strength (OR 1.01, P < 0.05), no locomotive 
syndrome (OR 1.80, P < 0.05) and good body balance (OR: 1.12, P < 0.05)
were significant factors for the absence of MSD. According to this research, we can establish a 
health intervention program for healthy middle-aged and older people.

研究分野： 高齢者運動器分野

キーワード： 高齢者　運動器疾患　介入プログラム

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢者疫学研究データを用いて多変量解析を行った結果、BMI低値、歩行速度維持、重心動揺安定、背筋力維
持、脊柱前傾角少、ロコモなしが運動器慢性疾患（骨粗鬆症、変形性膝関節症、変形性腰椎症）が一つもない有
意な関連因子であることが初めて判明した。本研究により運動器慢性疾患を予防しうる関連因子が同定でき、こ
れらに介入する運動・栄養プログラムを策定し高齢者の健康寿命延伸に貢献できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本邦の高齢者人口は 3000 万人（24%）を越え、運動器疾患に罹患する高齢者も増えている。

高齢者の運動器疾患の代表は変形性脊椎症、変形性関節症、骨粗鬆症で、それぞれ 1000 万人以
上が罹患している。健康寿命延伸が国家 project として提唱される中、運動器疾患は要介護の要
因の上位を占め、運動器疾患の早期診断・治療は、国民の日常生活動作（ADL）や生活の質（QOL）
を維持・向上させ健康寿命延伸を果たすことで介護費や医療費削減にも寄与する。研究代表者等
は一般住民検診による高齢者運動機能評価を 20 年間以上行っている。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的はこの継続コホートを用い、高齢者の脊椎・関節病変（フレイル、サルコペニア、

ロコモティブシンドローム含む）と運動機能、生活習慣などを含めた解析を行い、高齢者の運動
器疾患の代表である変形性脊椎症、変形性関節症、骨粗鬆症の３つが一つもない因子を同定し、
運動・生活習慣介入プログラム策定に有用な因子を探索することである。 

 
 

３．研究の方法 
まず高齢者に関する研究として、北海道八雲町の運動器健診を受診した、70 歳以上の健診者

279名(男性 134名,女性145名,平均年齢75.2歳)を対象に調査を行った。膝や脊椎手術の既往、
脊椎骨折のある受診者は除外した。骨粗鬆症は踵骨の骨密度（%YAM）が 70%未満、膝 OAは単純 X
線検査で Kellgren-Lawrence 分類 2 度以上、腰 OA は Nathan 分類 3 以上の骨棘を有するものと
定義した。これら 3疾患が 1つもない N群と、いずれか 1つ以上ある D群に分け、年齢、性別、
body mass index (BMI)、疼痛の強さ(visual analogue scale: VAS)、運動機能や筋力、重心動
揺検査、脊椎アライメント、QOL (SF-36)との関連を調査した。統計は対応のない t検定、Mann–
Whitney U test、カイ二乗検定を用いた。 
 続いてより母集団を拡大し、多変量解析で 3疾患ゼロ因子を同定するため、同じく北海道八雲
町の運動器健診を受診した 1021 名 (男性 440 名,女性 581 名,平均年齢 63.4 歳)を先の研究とは
別のコホートで調査した。同じく膝や脊椎手術の既往、脊椎骨折のある受診者は除外した。骨粗
鬆症は踵骨の骨密度(%YAM)が 70%未満、膝 OA は単純 X 線検査で Kellgren-Lawrence 分類 2 度以
上、腰 OA は Nathan 分類 3以上の骨棘を有するものと定義した。これら 3疾患がひとつもない N
群と、いずれか 1つ以上ある D群に分け、年齢、性別、BMI、疼痛、運動機能や筋力、重心動揺
検査,脊椎アライメント、ロコモティブシンドローム、フレイル、サルコペニア、QOL (SF-36)と
の関連を調査した。統計は対応のない t検定、Mann–Whitney U test、カイ二乗検定、logistic 
regression analysis を用いた。 
 
 
４．研究成果 
まず 70歳以上の高齢者コホート研究において、N群(54 名,19.4%)と D群では、平均年齢(75.4

歳/75.1 歳)、男女比(男性 59.3%/46.7%)に有意差がなかった。N群は D群に比べ、BMI が有意に
低く(22.5/ 23.7, p＜0.005)、下肢痛や膝痛が軽度(膝関節痛 VAS 7.0mm/ 15.6mm, p＜0.05)で、
2 step 値(221.5cm/ 210.4cm, p＜0.01)などの運動機能が優れ,背筋力が強かった(73.8kg/ 
62.6kg, p＜0.001)。N 群ではさらに重心動揺値が安定し(単位軌跡長[閉眼, cm/秒]: 2.2/ 2.6, 
p＜0.05, 外周面積[閉眼, cm2]: 2.5/ 2.9, p＜0.01)、脊椎アライメントも腰椎前弯角(17.1°
/ 11.5°, p＜0.005)、脊柱前傾角(0.43°/ 2.1° , p＜0.05)、腰椎可動域(49.4°/ 40.3°, 
p＜0.0001)が有意に良好であった。N群では身体機能や全体的健康感などの QOL が有意に高かっ
た(p＜0.005)。 
続いて多変量解析を行う網羅的な 1021 名の研究では、N群(440 名,43%)は D群(581 名,57%)に

比べ、BMI が有意に低く、腰痛や膝痛が軽度で、10m 歩行速度などの運動機能が優れ、背筋力、
握力が強かった(p＜0.0001)。N 群ではさらに重心動揺値が安定し、仙骨傾斜角や腰椎後弯角、
脊柱前傾角、腰椎可動域などの脊椎アライメントが良好であった(p＜0.0001)。N 群では QOL も
有意に高かった(表 1)。年齢、性別で補正した多変量解析による N 群の関連因子検討では、BMI
低値(Odds Ratio [OR]:1.1, p<0.001)、背筋力高値(OR:1.01, p<0.05)、脊柱前傾角低値(OR:1.08, 
p<0.01)、ロコモティブシンドロームなし（OR: 1.8, p<0.05）、重心動揺計測値低値（OR: 1.12, 
p<0.05）が独立した関連因子であった（表２）。 
本研究により骨粗鬆症、膝 OA、腰 OA がひとつもない一般中高齢者に関連する因子が同定でき

た。高 BMI や筋力低下、体幹不安定性は下肢関節への力学的負荷増加が考えられ、脊椎のアライ
メント異常と下肢関節の関連は、hip spine 症候群や knee spine 症候群として過去に報告があ
る。本研究でもフレイルでなくロコモティブシンドロームが有意な関連因子として同定され、ロ
コモティブシンドロームのチェックを積極的に行い早期介入することで、整形外科変性疾患を



予防できる可能性も期待できる。 
 さらにロコモティブシンドロームやフレイルの転倒に対する影響も pilot 研究として実施し

ており、ロコモティブシンドローム＋群、フレイル＋群、サルコペニア＋群いずれにおいても、
有意に転倒率が高く、いずれも転倒の危険性を反映していた。しかし転倒の危険因子を多重ロジ
スティック回帰分析で解析すると、ロコモティブシンドローム＋はフレイル＋よりも約 3倍、転
倒リスクが高かった。転倒リスク軽減には定期的な運動習慣が有効である研究データも得られ
てきており、今後さらに研究を進める予定である。本研究の強みは自治体のみならず町民、地域
病院も本研究コホートの意義を理解し協力が得られており、データの信頼性が高い。日本ではま
だ全国の運動器 registry は十分には確立されておらず、健康寿命延伸を掲げる政府への政策提
言につながる意義を持つと考える。本研究の結果より、中高齢者の三大運動器慢性疾患を予防し
うる因子が明らかとなり、ロコモティブシンドロームであればロコトレに代表されるような運
動を介入することで、運動器の観点からも健康寿命延伸に寄与することが期待できる。 
 
 

 
 
 

 表１ N 群と D 群の QOL (SF-36)  

 

Variables Group N Group D P value
 

 

PF 92.0 (10.1) 84.2 (17.7) < 0.0001 

RF 91.1 (16.3) 85.6 (21.5) < 0.0001 

BP 71.6 (22.7) 68.1 (22.4) < 0.05 

GH 63.2 (15.1) 60.5 (17.9) < 0.05 

VT 65.2 (18.6) 61.4 (19.6) < 0.005 

SF 90.8 (16.2) 90.4 (16.8) NS 

RE 91.0 (16.6) 88.4 (20.0) < 0.05 

MH 72.9 (18.7) 75.6 (18.2) < 0.05 

PCS 52.7 (8.3) 47.3 (12.2) < 0.0001 

MCS 49.3 (8.9) 52.0 (8.7) < 0.0001 

 

PF: physical functioning, RP: role-physical, BP: bodily pain, GH: general health 

perception, VT: vitality, SF: social functioning, RE: role-emotional, MH: mental health, 

PCS: Physical Component Summary, MCS: Mental Component Summary, NS: not 

significant 



 

表２ N 群（運動器変性疾患なし）の関連因子（ロジスティック回帰分析、年齢・性で補正後） 
 

因子 Odds ratio 95% Confidence 

interval 

p value 

Body mass index (kg/m2) 1.10 1.04 – 1.17 <0.001 

脊柱前傾角 (°) 1.08 1.02 – 1.14 <0.01 

背筋力 (kg) 1.01 1.00 – 1.02 <0.05 

ロコモティブシンドローム 1.80 1.00 – 3.22 <0.05 

重心動揺 E AREA (閉眼) (cm2) 1.12 1.01 – 1.24 <0.05 

 
表は有意差のある因子のみ掲載 
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